
■ 有機農業への参入者の増加に向けた取組
・有機農業現地研修会の開催（東京農業大学名誉教授 吉羽雅昭氏）
・実証圃における現地講習会の開催（(株)大地のMEGUMI有機圃場並びに施設)
上記の取り組みを行ったところ、有機農業者が新たに増加

■ 流通・販売の拡大に向けた取組
・地元企業と協力して有機加工品（規格外の南瓜を利用した常温保存できる加工品）を開発
・販路拡大事業（加工新商品の開発、商談会、イベント等への参加）
→ 有機栽培南瓜の販売単価が増加し、販売額が増加

■ 技術の確立・習得に向けた取組
・栽培技術の導入事例収集及び技術交流による栽培技術の向上
・オホーツク有機農業セミナーの開催
講師 琴似商店街振興組合 専務理事 松浦 一幸氏
講師 東京農業大学農学部 助教 中塚 博子氏

・有機農業者数の増加：11名（2019年）→12名（2020年）
・有機農業面積の拡大： 40.6ha（2019年）→41.6ha（2020年）
・有機農産物の販売額：4200万円（2019年）→4300万円（2020年）

１ 大空町有機農業推進協議会（北海道大空町）

大空町、東京農業大学オホーツクキャンパス、生産者（24名）、実需者（丸和油脂，おおぞ
ら三昧（株）、合同会社大地のりんご、女満別産業開発公社、株式会社ウエニシ等）

■栽培品目：馬鈴薯、かぼちゃ、飼料作物等
■有機農産物の生産量：505トン
■構成員の主な取引先：20箇所
（例：生協、スーパー、郵便局、有機酪農等）

■取組面積
有機農業取組面積：41.6ha
うち有機JAS取得面積：37.7ha

■有機農業者数：12名

一言アピール！
有機農業体験、各種講習会、セミナー等年間を
通して開催しています。興味のある方は是非と
もご参加ください。

有機加工品開発

オホーツク有機農業セミナー

大型トラクター試乗体験

協議会の構成員

生産概要（2020年3月）

成果（2019年→2020年）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

問い合わせ先
大空町有機農業推進協議会

0152－74－3020

北海道農政事務所
生産経営産業部生産支援課

011－330－8807



■有機農業者数の増加や栽培技術力の向上に向けた取組
・水稲有機栽培の研修ほ場を４か所設置し、除草方法やほ場特性の違いによる生
育・収量・品質等への影響について比較検討を行い、栽培管理技術の習得・向
上に向けた講習会を開催。

・水稲有機栽培の課題である病害虫防除対策や除草技術の向上に向けた講習会を
開催したほか、先進地の取組を研修。

■流通・販売の拡大に向けた取組
・南陽市産有機栽培米のＰＲ及び首都圏販路拡大に向けた商談を行うため、８月
にオーガニックライフスタイルＥＸＰＯに出展。その他、消費者理解の増進の
ため、農業体験・ほ場観察を通した消費者との交流活動・意見交換会を行った。

・地元飲食店のニーズを把握するためアンケート調査を実施し、オーガニックプ
ロデューサーと地元飲食店を交えた販売戦略の検討会・意見交換会を開催。

■有機農業者数の増加：15名（2019年）→18名（2022年）※見込
■有機農業面積の拡大：18.6ha（2019年）→20.7ha（2022年）※見込
■水稲有機栽培の研修ほ場を４か所設置（ほ場を活用した技術講習会を３回開催）、
販路の拡大・強化に向けた取組（実需者や消費者との交流活動・意見交換会）を実施
→2022年までに有機農業の里としての基盤を確立し、有機農業への新規就農者・転換者の
増加を目指します。

２ 南陽市有機農業推進協議会（山形県南陽市）

南陽市農林課、(農)山形おきたま産直センター、山形おきたま農業協同組合南陽地区稲作部会、
(株)おきたま興農舎、(有)ファーマーズ・クラブ赤とんぼ、山形県置賜総合支庁農業振興課、
山形県置賜総合支庁農業技術普及課、山形おきたま農業協同組合南陽支店

■栽培品目：水稲、にんじん、さといも、ほうれ
んそう

■有機農産物の生産量：120トン
■構成員の主な取引先：生協、米穀店、百貨店、

飲食店

■取組面積
有機農業取組面積：18.6ha
うち有機JAS取得面積：18.6ha

■有機農業者数：15名

協議会の構成員

生産概要（2019年）

成果（2019年→2022年）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

問い合わせ先
南陽市有機農業推進協議会

０２３８－４０－８３１０

東北農政局生産部生産技術環境課
０２２－２２１－６２１４

長年積み重ねたベテランの知識！
新たな技術に取り組む若手のエネルギー！
農業体験や田んぼの環境保全効果調査を通した
消費者交流活動、学校給食への有機栽培米の供
給などに積極的に取り組んでいます。



■町内の産直施設を拠点とした販売体制の構築
・2019年度から㈱かわにし森のマルシェと連携し、有機
農業者の「顔」が見える販売戦略を構築し有機農産物の付
加価値を向上させるため、施策として有機農産物コーナー
を設置した。
■有機農業への新規参入者の増加に向けた取組
・有機農業に関心のある農業者（町内外）を対象に有機農
業に関する基礎講座を年間5回実施した。
・研修ほ場等を活用し、野菜の有機化に向けた研修会を実
施した。（新規参入者向けに研修会を実施）
■町内にある県立農業高校との連携
・担い手の確保及び在校生と有機生産者のマッチングを目
的に、町内の農業高校に研修ほ場を設置した。現在、同校
の授業の一環として有機農業に取り組んでいる。

■有機JAS認証者数：10名（2019年）→11名（2022年）※見込
■有機農業(うちJAS認証)面積：12.4（12.2）ha（2019年）→14.4（14.2）ha（2022年）※見込
■有機野菜の研修ほ場を2か所設置（ほ場を活用した技術講習会を2回実施）、
オーガニックライフスタイルEXPOに出展し町内産の有機米やはちみつ等販売し、販路拡大に向け
取り組みました。
→2022年には、有機農産物の品目の拡充と新規の有機農業者の確保を図るため、町内の県立農業
高校と連携し農業者数の拡大を目指します。

３ かわにし有機農業推進協議会（山形県川西町）

やまがた有機農業の匠、山形県有機うまいもん研究会、(有)山形川西産直センター、(有)ファー
マーズクラブ赤とんぼ、(農)山形おきたま産直センター、たまちゃんクラブ、ときめきセミナー、
川西町認定女性農業者、(株)かわにし森のマルシェ、県立置賜農業高等学校、川西町等

■栽培品目：水稲、豆類、そぼ、もちトウモロコシ等
■構成員の主な取引先
産直施設、契約販売、ネット直販等

■有機農業(うち有機JAS)取組面積
12.4ha（12.2ha）
■有機農業者数：17名

協議会の構成員

生産概要（2020年）

成果（2019年→2022年）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

問い合わせ先
かわにし有機農業推進協議会
（川西町役場 産業振興課内）

TEL:0238－42－6641

東北農政局生産部生産技術環境課
TEL:022－221－6214

ときめきセミナー
研修ほ場:ぼかし堆肥講習

オーガニックプロデュー
サー派遣事業（意見交換）

㈱かわにし森のマルシェ
（産直施設）

基礎講座（計5回実施）
講演風景

会長から一言！
これからの有機農業の推進に向け、町内の県立農業高校
の生徒にも講演会等に参加してもらいました。
現在は、家庭で育てられる野菜の有機化に注力し、安全
安心な農業を普及します！



■有機農業の新規参入者：2019年に1名参入！
■有機農業に転換した者：2019年に2名転換！
■有機農業面積の拡大：0.63ha（2018年 2.38ha→2019年 3.01ha）
■有機農産物の販売増加額：265万円

（2018年 1,007万円→2019年 1,272万円）

問い合わせ先 会津ロジカルオーガニック農業推進協議会 ０９０－２６０５－４９１１
東北農政局生産部生産技術環境課 ０２２－２２１－６２１４

４ 会津ロジカルオーガニック農業推進協議会
（福島県会津若松市、会津美里町、喜多方市、南会津町）

■栽培品目：ミニトマト、ニンジン、ネギ、ホウレンソウ他
■有機農産物の生産量：31,460トン
■構成員の主な取引先：5～7箇所
（JAあいづよつば、ヨークベニマル、会津青果、JOAA、外地
元飲食店）

■取組面積
有機農業取組面積：3.01ha
うち有機JAS取得面積：0.30ha

■有機農業者数：11名

オーガニックを通して、人と人を
繋ぎたい。農業者も消費者も、健
康で安心した生活ができる、持続
的な環境づくりにチャレンジして
います！

協議会の構成員

生産概要（2019年）

成果（2018年→2019年）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

■有機栽培技術力向上のための取組
・植物生理及び土壌構造と堆肥づくりの研修を2019年に４回（８日間）実施したところ延べ
162名（うち県外15名）の参加者があり、有機農業参入への高まりと共に、生産性の向上に
つなげることができた。（今回増加となった新規参入者や転換者含む）
■安定供給体制構築のための取組
・産地の実情と有機農産物の販売動向及び流通について、協議会の構成員が、市場・スー
パー・ホテルなどの事業者と意見交換会を9月から11月まで４回実施し、消費者ニーズの理解
を深めるとともに、首都圏に販売網を持つ、有限会社新庄最上有機農業者協会を９月に訪ね、
今後の出荷体制とネットワークづくりを図った。
・生産者から提供された有機農産物を調理し、学校給食関係者や消費者と11月に試食会を行
い 、今後の販売のあり方について方向性を見出すことができた。
・地域の生産者や行政機関農業団体及び消費者への有機農業の取組について説明会を行った。

構成員総数16名
生産者11名（新規参入者4名、転換者4名、実践者3名）、実需者3名、市町村関係者1名、
地域づくり法人役員1名
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■有機農産物の安定的な生産体制の構築に向けた取組
・新規加工品開発に意欲的な農家を中心にドライベジタブル、ハーブ加工品の試作を行い、
評価会を開催して調理、流通、販売等の視点から評価し、新商品開発につなげていきたい。
■栽培技術・経営力向上のための取組
・研修ほ場を設置し、有機農業に取り組む希望者に対し作物の植付から収穫までのほ場管理、
経営の実習を行った。また、有機農業フォーラムとして種採り講演会・種採り交換会を開始
し有機農産物の根幹となる種子の自家採取の重要性、必要性を喚起し自家採取の認知及び自
家採取種苗の普及を図り、栽培技術の底上げにつなげていきたい。

・有機農産物の生産量： 64トン → 70トン
・有機農産物の販売額：12,300万円 → 14,300万円

５ 小川町有機農業推進協議会（埼玉県小川町）

小川町、小川町農産物生産直売組合、小川町農業委員会、NPO法人小川町風土活用センター、
わだち会、JA埼玉中央、JA埼玉中央西部営農経済センター、小川町教育委員会、小川町認定
農業者連絡協議会、小川町有機農業生産グループ、小川町転作集団促進連絡協議会、埼玉伝
統工芸会館、埼玉県東松山農林振興センター

■栽培品目：水稲、麦、大豆等
■有機農産物の生産量：70トン
■構成員の主な取引先：４箇所
（生協、スーパー、農協直売所、道の駅等）

■有機農業取組面積：53.8ha
■有機農業者数：３１名

協議会の構成員

生産概要（2020年3月）

成果（2018年→2019年）

取組のポイント（取組期間：2018年～）

問い合わせ先：
小川町有機農業推進協議会

０４９３－７２－１２２１
関東農政局生産部生産技術環境課

０４８－７４０－０４４６

循環型有機農家のおいしい野菜！
小川町の有機農家は、地域の資源を活用し
た自然循環型の農業に取り組んでいます。
心をこめてていねいに育てた季節の野菜を
小川町で味わってください！



■有機水稲の単収向上等に向けた取組（R元年～）
・ 平成29年度に、市内全13の市立小中学校で、全国初となる学校給食全量有機米使用を達成。
・ 令和元年度には水稲の有機栽培を行うほ場でミッドマウント式水田駆動除草機による発芽雑
草対策やミネラル、アミノ酸肥料を用いた高品質多収穫栽培を実証し、単収が20％向上。
安定多収が見込めることから、令和2年度の栽培面積は9％拡大した。

■有機野菜の供給体制構築に向けた取組（H30年～）
・ 学校給食に有機野菜を求める声が高まる中、令和元年度には有機農業者数の増加や面積の拡
大により、昨年度のにんじん、こまつなに続き、じゃがいも、玉ねぎ、長ねぎ、大根、
にらの7品目に供給が拡大した。新規・転換者のほ場で土づくり実証を実施し、緑肥の導入
や「太陽熱養生処理技術」を実証。
また、各品目別の栽培に係る研修会等を実施するなど、地域における
有機野菜の収量や品質、土づくりにかかる技術体系の確立に寄与。

・有機農業者数の増加：２２名 → ３７名
・有機農業面積の拡大： 17.41ha → 23.75ha
・有機農産物（水稲）の販売額：2,000万円 → 2,600万円

６ 自然と共生する里づくり連絡協議会（千葉県いすみ市）

有機水稲(JAほか9農業団体)、有機野菜(直売所他5農業団体)、自然環境(環境NPO13団体)、
地域経済(商工会ほか12団体)の4部会による協議会を構成。事務局はいすみ市農林課と水産商
工課。

■栽培品目：水稲、にんじん、
食用なばな、こまつな等

■有機農産物の生産量：８５トン
（うち水稲：８０トン、うち野菜：５トン）

■構成員の主な取引先：４箇所
（学校給食、直売所、総合スーパー、中食等）

■取組面積
有機農業取組面積：23.75ha
うち有機JAS取得面積（水稲）：

6.6ha
■有機農業者数：37名

一言アピール！
房総半島の米どころ「いすみ市」で
作られている有機米『いすみっこ』は、子ど
もたちの未来を支えるおいしいお米です。給
食の残食も減りました！

協議会の構成員

生産概要（2020年3月）

成果（2018年→2019年）

取組のポイント（取組期間：2018年～）

（有機栽培米を食べる児童）

問い合わせ先：
自然と共生する里づくり連絡協議会

０４７０－６２－１５１５
関東農政局生産部生産技術環境課

０４８－７４０－０４４６



■有機農業の新規参入者の増加に向けた取組
・ 新規就農者及び転換者等を対象に、栽培技術指導及び農業経営、有機JAS認証に関する研
修会を実施した。堆肥の利用による土づくりの栽培マニュアルを作成し、千葉県全域の有機
農業者・新規参入者等に配布するなど、有機農業の担い手を育成。

・ 南房総市と協業し有機農業への新規取組者を掘り起こすために研修会を計画。
■有機農産物の安定した供給体制の構築に向けた取組
・ オーガニックライフスタイルＥＸＰＯへ出展し、有機農業者のアピールを行った。
有機農業者とバイヤーのマッチングを行った。
展示会やマッチングに参加することで、有機農業者同士の横のつながりもでき、情報交換できた。

・ 有機米を学校給食へ提供することを目的として、研修ほ場での講習会による栽培技術の確立や
資機材の導入の支援、推進体制の整備、教育委員会等との連携に取り組むとともに、構成員会議
を４回開催し進捗状況の共有や情報交換を行った。

・

木更津市において有機米の取り組みが開始され有機農業者が増加した。
・有機農業者数の増加：５２名 → ５６名

７ 千葉県有機農業推進協議会（千葉県全域)

農事組合法人さんぶ野菜ネットワーク、株式会社シェアガーデン、株式会社オーガニック
パートナーズ、株式会社自然農法販売協同機構、オーガニック・エコ農と食のネットワーク、
株式会社福島屋、イーサポートリンク株式会社、一般社団法人フードトラストプロジェクト
木更津市、山武市

■栽培品目：にんじん、アスパラガス、トマト等
■有機農産物の販売額：14,700万円
■構成員の主な取引先：30箇所
（生協、スーパー、農協直売所 等）

■取組面積
有機農業取組面積：８6.3ha
うち有機JAS取得面積：４6.3ha

■有機農業者数：５6名

協議会の構成員

生産概要（2020年3月）

成果（2018年→2019年）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

問い合わせ先：
千葉県有機農業推進協議会

０３－６８２１－４２１９
関東農政局生産部生産技術環境課

０４８－７４０－０４４６

（意見交換会の様子）



■有機農業者の育成及び技術の向上に向けた取組
・研修ほ場を設置して、新規就農者たちが水稲、キウイフルーツなど様々な作物を栽培し、生育状況
等の違いについて意見交換しながら有機資材、緑肥などを使った栽培方法を学ぶとともに、有機栽
培における作物ごとの栽培管理等については、（公財）農業・環境・健康研究所による指導や有機
JAS認証に関する勉強会、有機農業を活用した地域活性化の取組事例の紹介等を通して新たに7名の
有機農業者を育成。

■流通・販売の拡大に向けた取組
・実証ほ場で栽培した有機のキウイフルーツ、酒米、麦、地元で採れた有機野菜等を使った加工食品
を試作。東京オリンピック・パラリンピック競技大会関係担当者に試作品を試食していただき、生
産者を交えて今後のビジネス展開について意見交換を実施。
小田原市内外から約６万人の来場者がある「小田原市農業まつり」において、来場者に野菜や柑橘、
ジャムといった加工品などを販売し、好評を得た。

・有機農業者数の増加：１５４名 → １６１名
・小田原の主要作物である梅、みかん、キウイフルーツの剪定講習会を開催し、
新規就農者等の技術力向上を図った。

８ 小田原有機の里づくり協議会（神奈川県小田原市）

小田原市、小田原有機農法研究会、農事組合法人小田原産直組合、ＮＰＯ法人あしがら農の会、
一般社団法人ＭＯＡ自然農法文化事業団、ＮＰＯ法人小田原食とみどり、小田原家庭菜園研究
会

■栽培品目：キウイフルーツ、水稲、野菜等
■構成員の主な取引先：生協、スーパー、食品
宅配等

■取組面積
有機農業取組面積：110.9ha
うち有機JAS取得面積：11ha

■有機農業者数：１６１名

一言アピール！
大都市圏から近く、自然環境にも恵まれた中
で取り組んでいます！

協議会の構成員

生産概要（2020年3月）

成果（2018年→2019年）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

問い合わせ先：
関東農政局生産部生産技術環境課

０４８－７４０－０４４６

（小田原市農業まつりの様子）



■有機農業の普及・拡大に向けた取組
・ 作業の有効性等の把握を目的に、ほ場間やほ場内での土壌分析、収量調査及び栄養分析等の比較
調査を実施。土壌診断の結果に基づいた土壌改良（石灰の投入）および緑肥の利用に取り組み、初
年度から一定以上の品質・収量を実現できた。今後は、経年で当該調査を実施し「技術の汎用化」
を実現し、有機農業の普及・拡大を目指す。

■有機農業者の栽培技術・経営力向上等に向けた取組
・ 有機農業関係者等を対象に、土壌診断や農業経営における考え方、
食や種に関する勉強会など幅広い分野における講習会を年５回実施。
有機農業者の栽培技術・経営力向上に寄与した。

・ 開墾初年度から、土壌改良、緑肥の利用及び連作によるたまねぎの
収量の年々アップや栄養価の高いキャベツの収穫など実績があがった。

・有機農業者数の増加： １０名 → １２名
・有機農業面積の拡大： ７.０ha → ８.５ha
農業研修生から新規就農者1号が出たり、研修生が
集まってきたりと有機農業への注目が高まっています。

９ 湘南オーガニック協議会（神奈川県平塚市）

株式会社都実業、有限会社サンシン、農業者、株式会社たんじゅん野菜いかす、NPO法人湘
南食育ラボ、株式会社いかす、平塚市農水産課

■栽培品目：たまねぎ、にんじん、ばれいしょ
等
■構成員の主な取引先：約１０箇所
（スーパー、レストラン 等）

■取組面積
有機農業取組面積：８.５ha
うち有機JAS取得面積：１.２ha

■有機農業者数：１２名

一言アピール！
たまねぎは初年度単収3.3トン、2年目は単収6トン。
3年目は6トンを超えてきそうです。生産量も確保
しつつ、なによりも美味しい野菜が広まっていく
ことを願っています。

協議会の構成員

生産概要（2020年3月）

成果（2018年→2019年）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

問い合わせ先：
湘南オーガニック協議会

０８０ー３６７２－０８０２
関東農政局生産部生産技術環境課

０４８－７４０－０４４６
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